
様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・ 落合愼悟）

整理番号 2-2-6-1

経費項目 調翫冊續･研修費･広聴膨蹟･蕊猟謂勧費･会議費･資膿昨成費鰕 事務費･事瀞所費･人件費

内 容 日本教育新聞購読料

年月 日 R5年6月 6日～ 年 月 日 金 額 2,750円

目的
県政社勇会情勢に関する情報収集

使途
6月分購読料

政務活動.

県政との

関連性

県政等の情報を収集し、静岡県の教育政策に活用する。
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案分の理由

全て政務活動に使用

領収書金額(a)

2 ， 750円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

2 ， 750円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・ 落合慎|吾 ）

整理番号

経費項目 調査研究費･研修費･広卿報費･鶏調誇鋤費･会議費･資料#城費⑳ 事務費･事瀞所費･人件費

内 容 日経新聞電子版十産業新聞ピュアー 購読料

年月日 R5年7月 10日～ 年 月 日 金 額 7,427円

目的
県政社会情勢に関する情報収集

使途
6月分購読料

政務活動．

県政との

関連性

県政等の情報を収集し、庶民的政策等の情報を静岡県の県民政策に活用する。

案分

全て

の理由

政務活動に使用

領収書金額(a)

7， 427円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

7， 427円
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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・落合愼悟）

整理番号 2-2-6-3

経費項目 調査研究費･研修費･広聴厨蹟･蕊蹴鞠鋤費･会議費･資料侑鑪⑳ 事務費･弱漸費･人件費

内 容 企業活性、地方創生、イノベーション月刊事業構想6月号

年月 日 年7月 10日～ 年 月 日 金 額 1,600 円

目的
県政社会情勢に閏可旬情報収集

使途
6月分購読料

政務活動。

県政との

関連性

県政等の情報を収集し、静岡県の企業活性、地方創生政策に活用する。

＜領収書貼付枠＞

月刊事業構想6月号学校法人先端教育機構事業構想大学院大学出版部

JCBカード支払い学校法人先端教育機構6/1月額1,600円

利引明細,遡帳粥し1ユ2－2－も－2(言,和寸

案分の理由

全て政務活動に使用

領収書金額(a)

1 ９ 600円

案分率(b)

／

100 ％

政務活動費支出額(a×b)

1 〕 600円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・落合愼悟）

整理番号 2-2-6-4

経費項目 調聯 ･研修費･広聴広報費･蠕嚇鶉鋤費･会議費･資料侑續･資暇騰入費･事務費･尋謡所費･人件費

内 容 東京国際消防防災展視察

年月 日 f.5年6月 16日～ 年 月 日 金 額 13,600 円

目的
東京国際消防防災展視察

使途
交通費

政務活動.

県政との

関連性

日本の最新消防防災の情報を収集し、静岡県消防防災政策に活用する。

＜領収書貼付枠＞

IR交通費藤枝駅～東京駅まで新幹線指定席利用の往復

13,600円
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東漸畿鯛
16日
会社

剣用いただきましてありがとうございます

溺淑

現金出納韻

印紙税申告納

付につき名握中村

税務署承認済

案分の理

全て政務

由

活動に使用

領収書金額(a)

13, 600円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

13, 600円



様式第2号

県外調査概要書

会派名・議員氏名

2023年6月19日

自民改革会議落合愼悟

目 的
｢東京国際消防防災展」を視察し、 日本の消防用機材・防災機器を調査する。

年月 日 2023年6月16日

場 所 東京ビックサイト

内 容

行程

行き藤枝駅～静岡駅～新幹線～東京駅～新橋駅～東京ビックサイト

帰り東京ビックサイト～新橋駅～東京駅～新幹線～静岡駅～藤枝駅

l 応対者

特に無し

） 聴取内容

東京ビツクサイトで6月15日から18まで東6．7ホールと屋外で開催

ざれている「東京国際消防防災展2023」を視察した。

ごツクサイト入口看板防災分科会講座も開催 防災関連設備の展示

訂性能消防車の展示 最新型高所作業消防車最新型高性能消防機材
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様式第2号

＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。
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防防災機能ドローンや消防防災服、消防防災の最先端技術機材の展示

火性能が向上した多機能型消防車も軽の非常電源車、外国の消防車も展示

外展示場で高所消防車高機能機材満載の消防車起震車で震度7体験

四消防車や四つ足探索ロボットもあった。高知県は防災関連企業をPRしていた。

県政への反映

静岡県は、平成20年3月に「静岡県消防広域化推進計画」を策定、県内を東中西

区域に本部を置くとしたが､市町の合意が得られず､今だ8本部6指令としている。

最近、吉田町工場火災、静岡ビル火災で消防士の死亡事故が起きている。消防士の

機管理教育も必要だが、最新の消防機材の充実も命を守る消防業務として、おろそ

！にできない。そこで、 日本の東京国際消防防災展を視察した。

消火活動には高層ビルや狭い路地、密集住宅地などに対応する消防機材が必要だ。

泗輪高機能消防車や屋外会場では高層ビル対応の消火ポンプ車が展示されていた。

犬の様に4つ足で歩く探索カメラ付きロボットも実演していた。このロボットは

､が入れない危険場所探索に大いに役に立つと感じた。

熱や煙、薬剤に対応した高機能防災服も進化している。消防防災については、

『に研究していく必要がある。

高知県は防災県として支援出店していた。静岡県も防災県として見習うべきだ。
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